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東北地域ブランド総選挙で最優秀賞・優秀発展賞 
 

 12月 20日、せんだいメディアテーク（仙台市）

で「東北地域ブランド総選挙」の最終審査会（プレ

ゼンテーション最終審査）が行われました。同コ

ンテストは、特許庁と東北経済産業局が主催する

もので、東北地域の大学生が地域団体商標権者を

取材し、取材に基づく地域商品やサービスの魅力

を Instagram®上で発信するとともに、今後の新商

品や新ビジネスのアイデア、ＰＲ方策等を競い合

う大会です。本学から２チーム計６名の学生がフ

ァイナリストとして出場しました。出場したチー

ム横手やきそば（大渕莉子さん、野崎杏菜さん、日

向海帆さん）が最優秀賞、チーム秋田由利牛（伊藤

日夏さん、佐藤聖真さん、菅原伶那さん）が優秀発

展賞を受賞したことを本学の山本文雄学長に 1 月

7日、報告しました。 

 
チーム横手やきそば：左から日向さん､野崎さん､大渕さん 

始めに益満准教授より山本学長に大会の概要・

参加した経緯について説明があり、続いて 2 チー

ムの代表者からプレゼンした内容についての説明

がありました。山本学長からは「本学から 2 チー

ムも最終審査に出場し、受賞したことは誇りに思

う。これからの活躍に期待している」と同コンテ

ストの受賞を激励しました。 

 チーム横手やきそばは「横手やきそばが美味し

い理由（ワケ）」というテーマで発表しました。発

表者のひとりである大渕莉子さんは、「横手やき

そばは、第二次世界大戦後、夫を亡くし子供を女

手一つで育てていかなければならなくなったお母

さんたちに一人の屋台職人がボランティアでやき

そばの作り方を教え歩いたのが始まりです。まさ

に横手やきそばは生きるための糧でした。横手や

きそばを愛する市民のみなさんが受け継いできた

「郷土愛」という名のスパイスが入っているから

横手やきそばがこんなにも美味しく、国内外から

お客が絶えないのです」と横手やきそばの魅力を

アピールしました。 

 本学から出場した２チームは、教育文化学部地

域文化学科の「地域学基礎」を受講している 1 年

次の学生であり、授業で各チームが作成したビジ

ネスプランを指導教員ととともにブラッシュアッ

プし、コンテストに臨みました。堂々としたプレ

ゼンは、審査委員はもちろんのこと、斬新なビジ

ネスプランを聴きに会場に詰めかけた多くの観客

の心をしっかりと惹きつけたようです。 

 
チーム秋田由利牛：左から佐藤さん､菅原さん､伊藤さん 

 

＜受賞しての感想＞ 

地域文化学科１年次 大渕 莉子 

「秋田の産品をもっと広めるにはどうすればい

いのか？」シンプルだが難しく、正解のないこの

問いに、私は東北地域ブランド総選挙への参加を

通して半年間向き合い続けてきた。 

この大会の存在を知った時、地域産品の PRや観

光に興味のあった私は迷わず応募を決めた。同じ

ようにして集まった仲間 2 人とチームを組み、秋

田県横手市の特産品・横手やきそばを PRすること
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になった。活動の内容は主に２つ。実際に横手に

取材に行き、横手市や横手やきそばに関して得た

情報やその魅力をインスタグラムで発信すること、

そして取材を通して発見した横手やきそばの課題

を解決するビジネスプランを練り、それをプレゼ

ンすることだ。形は違うが、インスタグラムでの

発信とプレゼンテーションという、どちらも「相

手に伝える」という活動の中で、限られた文量の

中で大切なことをどう伝えるかを常に頭に置いて

発信活動を行った。 

また、横手での取材の中では主に横手やきそば

暖簾会会長・三浦勝則さんにお世話になった。三

浦さんを始め、横手市役所や横手市観光協会、養

鶏場や農家の方、さらに横手やきそば店の経営者

の方など多くの方に取材を行った。その方々のお

話を聞く中で強く感じたことがある。それは、横

手の方々は皆、横手市と横手やきそばに対して強

い郷土愛をもっているということだ。かつて横手

市は B１グランプリで優勝し全国的に有名になっ

たが、それに甘んじず、もっと横手を全国に広め

ようという向上心を横手の方々はもっていらっし

ゃった。私たちもその思いに刺激を受け、さらに

活動を頑張ることができた。 

そして、最終的に私たちは東北地域ブランド総

選挙で最優秀賞を頂くことができた。取材にご協

力頂いた横手の皆さん、ご指導して頂いた先生、

応援してくださった全ての方に心から感謝したい。

今回の活動を通して、相手に伝わる言葉の選び方

や社会人の方との接し方、プレゼンテーションの

コツなどたくさんのことを学ばせて頂いた。また、

横手での取材を重ねるうち、将来地域の PRや観光

に関わる仕事に就きたいと思うようになり、将来

の目標が明確になった。この活動によって得たた

くさんの貴重な経験を、これからの学生生活や社

会に出てから生かしていきたい。 

 

 

 

地域文化学科１年次 佐藤 聖真 

「地域ブランドを活用して、地域活性化をする」

というテーマのもと、SNS アプリ Instagram を活

用し、私たちは秋田県由利本荘市の「秋田由利牛」

を PRしました。マーケティングなどの専門的知識

は乏しいながらも、先生方にご教授いただきなが

ら、普段から Instagram を利用しているという

我々世代の強みを生かして自分たちなりに試行錯

誤してきた半年間でした。これまで、地域の団体

と協力して地域課題の解決を図るという経験がほ

とんどありませんでした。様々な世代の方がいら

っしゃいましたが、どの方からも共通して「地域

産品に対して、人生をかけるような並々ならぬ思

いがある」、「秋田大学の学生に大きな期待を寄せ

てくれている」ということを感じました。 

取材として５回ほど由利本荘市を訪れましたが、

そのなかで秋田由利牛に関すること以外にも農耕

地や住宅地、商業地、交通機関の様子や、鉄道、ス

ポーツチームの存在など様々なことを知りました。

地域を知ることで地域ブランドの新たな一面や意

外な切り口を見つけることができ、実際に足を運

んで取材をしに行くことの重要性を強く感じまし

た。 

私がこの活動で最も難しかったと思ったことは

「伝える」ことです。魅力的な産品があってもそ

れを多くの人に理解してもらうのは簡単ではあり

ません。合理的に伝えるのか、それとも情緒的に

伝えるのかなど伝え方によってその人の心に響く

か否かは決まってきます。そしてこれは多くの団

体が抱える課題なのではないかと思いました。 

一年次から専門的な分野に体験的に触れること

ができるのは秋田大学ならではのことですし、そ

の成果として東北地域ブランド総選挙で優秀発掘

賞を頂いたことは大変名誉あることだと思います。

この経験を踏まえて、今後も恵まれた環境のもと

で自分の経験値を増やしていきたいと思います。
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地域連携プロジェクトゼミ実習を通じたオープンキャンパス運営への提言 
 

地域社会コース３年次 石井日向子 

私は、湯沢市の有限会社ぬまくらで実習のお世

話になり、オープンキャンパスのユニフォームを

デザイン・作成するプロジェクトに携わった。タ

ーゲットや伝えたいことからコンセプトを決め、

そこからデザインを作り上げていくということが

でき、非常に有意義であった。この過程を短い期

間で完遂することができたのは実習先の沼倉さん

のおかげである。 

良かった点として、エプロンという形でのユニ

フォームを学長・理事に認められ、来場者・学生か

らも多く支持を得られたことが挙げられる。今年

度の実習生３人が大事にしたことは「リアル」と

「改革」であった。「リアル」は、秋田大学が公的

に発信するものでは推し量れない大学生のリアル

を伝えることで、「改革」は、Ｔシャツ・ポロシャ

ツなどのありがちなユニフォームから脱却し、デ

ザインも新しいものを作ること

であった。この２つを達成する

ため、学生が思う大学イメージ

をデザインに反映させエプロン

を作り上げたのだが、これが大

学側から認められたことで「秋

田大学は自由な発想を受け入れ

る大学である」ことを来場者側

に見せられたと考える。実際に

アンケートにも、「他の大学のオ

ープンキャンパスでもポロシャ

ツを見かけることはあったが、

エプロンは面白いと思った」と

いう意見があった。「面白い」と

思われる取り組みを拒まずに今

後も行っていくことで、秋田大

学の良さをもっと引き出せると

考える。 

良い点をさらに良くするに

は、来年度以降もチャレンジ精

神を忘れないコンセプト・デザ

イン考案をするべきと考える。

今年度は学部ごとの色分けを昨

年度と同じ４色にしたが、それ

には、ユニフォームに用いた色

が学部色として固定されたとい

う去年の実績を文化として引き

継いでいきたかったから、とい

う理由がある。しかし、特に理由

も無く、数年連続で同じ形態・デ

ザインのユニフォームになって

いたから、と「今年も昨年度に倣って同じような

ものを……」などと思考放棄してしまうのは良く

ない。来場者や学生スタッフのことを考え、以前

の状況や当年度の調査により実情を知り、どのよ

うなユニフォームを作るかを毎年全く新しい気持

ちで考えてほしい。 

課題点は３つある。１つ目は、現時点で当プロ

ジェクトにおける大学と学生＆実習先の連携がう

まく取れないことである。ゼミ報告会で提言した

通り、エプロン推薦の理由の１つである「複数人

での着回しも可能」というメリットを活かすこと

が出来なかった。予算節約の面から評価されるべ

き点が、大学内のあやふやな人数把握により効果

が薄れてしまったのは、正直、非常に残念である。 

２つ目は、デザインの決め方である。現時点で

ユニフォームデザインは班内で独断的に決定して
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いるが、当日のスタッフアンケートに、「デザイン

を募るべき」という意見が複数寄せられた。現状

の運営体制では難しいかもしれないが、来年度以

降、ゼミの班内のみならずデザインに関して多数

の意見を参考にしても良いと考える。 

３つ目は、スタッフ向け説明会を実施するべき

ということである。アンケートの結果、ユニフォ

ームへの想いを知らないスタッフがかなり多いこ

とがわかった。説明会を行うことでユニフォーム

の意味・コンセプトを周知する必要があると考え

る。 

これらを解決するために、私は、「秋田大学ＯＣ

実行委員会を高大連携事業の一環として作るべき」

ということを提言する。前提として、オープンキ

ャンパスには学生のみならず教員や職員も関わっ

てくるため、先に述べた説明会を学生の主催で開

くことは難しい。そのため運営する大学が説明会

を開く形になると考えられるが、「そもそもオー

プンキャンパスの主体は大学のどの部門か？」と

いうことが明確ではない。現状で、秋田大学の良

さを大学生に伝えてもらう・高校生に知ってもら

うために非常に大きな弊害があるのだ。至急秋田

大学ＯＣ実行委員会を作る必要があると考える。 

組織が結成されることで説明会を開けるほか、

スタッフ数が判明し発注の問題を解決でき、デザ

インの募集も可能となる。学生の意識・モチベー

ションが高まることで、よりリアルを伝えやすい

オープンキャンパスを開催できる。また、高校生

に秋田大学を知ってもらい、進学先をどうするか、

大学に入って何をするか、大学を出た後に何がし

たいかを考えてもらうためのオープンキャンパス

とする必要がある。高校生が参加するイベントで

あるという観点から、高校との連携が不可欠であ

ると考え、組織を高大連携事業の一環として作る

べきであると考える。 

 

 

 

 

 

地域連携プロジェクトゼミ：株式会社マルシメでの実習を通して 
 

３つのイベント、身につけた力と学び 

   人間文化コース３年次 照井 明莉 

私は、株式会社マルシメで実習を行い、スーパ

ーモールラッキーで毎年夏に行われる「ラッキー

祭り」のイベント企画・運営に携わりました。イベ

ントを考案するにあたって、まずはニーズ調査と

してアンケートやインタビュー調査を行い、その

分析結果から、どのようなイベントにすれば、お

客様が喜んでくれるのだろうと時間をかけてイベ

ント考え、最終的に 3 つのイベントが採用されま

した。クイズのイベントと宝探しのイベントは、

子供から大人まで大人気のイベントになり、多く

の良い意見・感想をお客様から頂きました。特に

子供たちがとても楽しそうにしていたことが印象

的でした。もう一つ、世界の料理の試食や情報を

知ることのできるコーナーを開きました。正直お

客様からの人気は低かったものの、実習先からは

今までになかったタイプのイベントで良かったと

いっていただき、「学習」を意識した大学生ならで

はの視点から提案できたイベントだったのではな

いかと感じます。 

実習中に行ったインタビュー調査や会議への参

加を通して、私は「発言力」をつけることができま

した。今までは、自分の考えに自信を持てず、なか

なか自分の考えを発信できずにいましたが、この

実習では社会人と会話したり考えを発表したりす

る機会が多く、周りの人が私の出した意見を最後

までしっかり聞いてくれて、良い反応をしてくれ

ることも多かったので、自分の考えを話すことへ

の苦手意識がだんだん無くなっていきました。 

実習開始から学内での報告会までの約９か月間

で、発言力をつけられたことだけではなく、チー

ムワークの大切さや、課題発見・解決能力など、

様々なことを学ぶことができました。実習は慣れ
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ないことも多く最初は大変でしたが、参加して本

当によかったと思います。この実習で得たことを

これからの人生の中で活かしていきたいです。 

 

報告会準備への取り組みとやり遂げた達成感 

 地域社会コース３年次 髙橋 由衣 

私たちは株式会社マルシメで実習を行いました。

実習の内容は横手市十文字町のスーパーモールラ

ッキーで毎年行われる「ラッキー祭り」の企画・運

営です。この実習の成果について 12 月 12 日に行

われた報告会で発表しました。報告会では主に株

式会社マルシメについての紹介、企画したイベン

トの内容と振り返り、来年度のラッキー祭りに向

けての提案、実習を通して学んだことについて報

告しました。報告会に向けての準備段階では発表

時間を調整するために何度も原稿を訂正したり、

スライドを見やすくするために工夫したりと時間

をかけて作成しました。大変なこともありました

が、3人で協力して完成させることができました。

報告会では写真を多く用いて発表することで、ラ

ッキー祭りの様子をうまく伝えることができたと

思います。加えて企画→運営→振り返りの流れに

沿って発表することで、分かりやすく伝えられま

した。報告会では少し発表時間が長くなってしま

ったものの、何度もリハーサルを行い、当日に向

けて準備してきた成果を発揮することができまし

た。また、当日はお世話になったマルシメの方か

らも感謝の言葉をいただき、達成感を得られまし

た。この報告会を通じて、ラッキー祭りの認知度

が上がり、より一層祭りを盛り上げていけるきっ

かけになればと思います。 

 

報告会発表での工夫と他班からの学び 

地域社会コース３年次 照井 舞 

私たちは、株式会社マルシメと連携し、毎年夏

に開催される「ラッキー祭り」の企画と運営を行

いました。地域住民に喜ばれる夏祭りにするため

に、ニーズ調査やインタビュー調査などを行い、

当日は 3つのイベントを実行しました。 

報告会では、実習の内容と目標を説明し、活動

の流れや考案したイベントについて紹介しました。

イベントの内容については、考案した目的や良か

った点・反省点などを詳しく説明することができ

ました。また、写真を表示しながら説明したこと

で、報告会に参加した方たちはイベントの様子を

想像しながら聞くことができたのではないかと思

います。報告会の最後には、今回の夏祭りの反省

と来年に向けての提案を行いました。反省の内容

は、イベント面と運営面などに分類し、実際に夏

祭りを運営したことで気がついたことを報告しま

した。来年に向けての提案は、学生ならではの視

点から改善点を見つけ、より良くするための方法

を提案しました。提案をする際は、具体的な案を

挙げて説明することができたので良かったです。

また、他の班の報告を聞いて、調査の進め方や課

題解決の方法など、実習中には気がつくことがで

きなかった点についても学ぶことができました。

これまでの実習や報告会を通して得られたものを

今後の学習にも活かしていきたいと思います。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

企画したイベント「クイ

ズラッキーカップ 2019」

で司会進行する３人 
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心理実践フォーラム「矯正領域で活きる教育の仕事、そしてやりがい」 
 

こども発達コース 3年次 渡部 真季 

「矯正領域の教育を知ることを通して」 

 『第 3 回心理実践セミナー』に参加して、初め

て矯正領域の教育を行っている現役職員の方々の

お話を聞きました。教室に入り、垂れ幕を見るな

り「少年院」「保護観察」「成人刑務所」という言

葉が並んでおり、私はなんとなく落ち着かず手元

のコーヒーを飲み干していました。「今日は、人を

律する厳格な人が来るのだな…」と思ったからで

す。 

しかし、そんな

私の偏見をよそ

に、先生方はとて

も表情豊かで柔

らかい雰囲気を

もった方ばかり

でした。矯正や矯

正領域の仕事に

ついての説明は

職業の特徴を交

えた分かりやす

いものでした。 

私は参加するまでは「矯正＝ある人が他者の悪

いところを正すこと」という上下関係がある環境

の中で行動や考え方を律していくというイメージ

を抱いていました。しかし、どの先生も「個人と長

い時間をかけて向き合い信頼関係を築いたうえで、

一緒に個人の問いを見つめ、計画を立てて社会復

帰を目指す」という矯正の考え方を持っているこ

とに気づき、そしてこれは学校現場で児童生徒と

関わる姿勢や態度の手本になるように感じました。 

現在、私は教職

を目指していま

す。今回のセミナ

ーに参加したこ

とで、何のために

教育があるのか

ということや、ど

のような姿勢で

児童生徒と向き

合うかという、教

育に携わるとき

に根底になる理念について考えさせられる機会、

そして、考えなければならないと気づく機会を得

ることができた。教科の指導法や生徒指導、専門

教科の演習、児童生徒や保護者への対応などの授

業を多く受講しており、もちろんそれらも教職に

就く際に必要で必須な知識や技能であるが、私は

土台をしっかり持っていなかったのだということ

に 3 年目後期後半にして気づきました。私は何を

していたのだ、という気持ちでいっぱいです。 

また、矯正領域という、一学生である自分から

は積極的に実態を知ろうとしない(あるいは怖く

て近づけない)領域に関して知る機会を得られて

よかったなと感じています。自分は矯正領域につ

いて何も知らず、偏見をもってニュースや論文を

読んでいたこと思い返すととても恥ずかしいなと

思います。ですが、とても勉強になったので他の

矯正領域に関するセミナーがあれば参加し、次回

は座談会にも参加したいと考えています。 
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先輩と語ろう 座談会「矯正領域における教育の仕事」 
 

心理実践コース 2年次 阿部 有翔（ゆう） 

「向き合い続ける大切さ」 

私は今回「先輩と語ろう 座談会」に参加し、矯

正領域で働いている先輩方のお話を聞くことがで

きました。私は今まで少年院での仕事は少し怖い

なと感じていました。しかし、先輩は「彼らが暴れ

るのは必ず理由があります。そこをどうやって引

き出してあげるかが私たちの仕事です。」とおっ

しゃっていました。やはり、私たちは勝手に「矯正

領域で働くのは怖い、もしかしたら殺されるかも

しれない」と決めつけていることばかりであるこ

とが改めて分かりました。彼らが自分から話をし

てくれるまで信じて待ち、彼らとの信頼関係を築

いていくことでその心配がなくなるのだと感じま

した。また、少年院に来る子どもの多くはちゃん

と叱ってくれる、本気で相手にしてくれる大人の

存在がなかったことが多いという言葉を聞き、孤

立させずに関わり続けることが大切であることが

分かりました。これは将来子どもができた時はも

ちろん、学生である今からでもできることだと思

いました。自分の一言で人生を変えられるかもし

れないということを常に感じながら、人とコミュ

ニケーションをとっていきたいなと感じました。 

そして何よりも少年院では常に少年達と生活し

ているため、成長した瞬間に立ち会えるのが矯正

領域分野の魅力だと感じました。だからこそ信頼

関係もより強いものになるのだなと思いました。

どちらの先輩も自分の仕事が本当に好きで、彼ら

のことを愛しそうに、楽しそうにお話している姿

を見て、本気で真剣に少年達と向き合っているこ

とが伝わり、こうやって働けたら幸せだなと感じ

ました。 

将来の夢が曖昧で不安な今、自分はどのような

分野でどのような形で人々を助けていきたいか、

自分にしかできないことは何なのか、とても考え

させられました。私も先輩のようにこの仕事に就

きたいと強く思えるような出来事に出会えたら良

いなと思いました。そして色々な場面で心理学の

知識が生かされていることも改めて感じることが

できたので、大学でも勉強もこれまで以上に頑張

っていきたいと思います。すごく貴重な経験をさ

せて頂けたことに感謝します。ありがとうござい

ました。 

  

 

 

 

 

こども発達コースでの学び 
 

こども発達コース 3年次 宮崎 華帆 

私たちは幼稚園教諭免許や保育士免許取得を目

指し、将来保育施設等で活躍できるよう、日々励

んでいます。座学では、幼児教育・保育についてそ

の基本から学び、仲間との意見交換を通して考え

を深めていきます。議題となることはすぐに答え

のでる問題ではなく、時にはモヤモヤしたまま授

業を終えることもあります。ですが、そのような

授業を重ねるごとに理解が深まり、意見交換が楽

しく感じられます。また、子どもの発達や心理、制

度、現代における課題についてなど幅広く知識を

得ることや、製作活動や赤ちゃんの人形を使って

の着替えや沐浴などといった実践にむけた学びも

あり、その一つ一つが自身の強みとなります。 

実習は、附属幼稚園、保育所や認定こども園、乳

児院で行わせていただき、実践的な活動を通して

たくさんのことを学んでいきます。座学で得た学

びを、実際の子どもたちの姿を通してより深い理

解へと結び付けたり、新たな疑問について考え続

けたりと、座学だけでは得られない学びを深めて

いくことができます。実習は 2 年次と 3 年次の 2

年間を通して受けることができ、実習と座学を繰

り返していく中で子ども理解を深めていくことが

できます。実習後はエピソード記録や指導案をま

とめて冊子とする活動があり、実習でお世話にな

った先生方にも指導していただきながら、次の実

習や将来のために記録を残していきます。 

このコースでは、幼稚園教諭免許と保育士免許
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以外にも、小学校教諭免許や特別支援教諭免許も

取得することができ、幼小連携やインクルーシブ

教育・保育など、現代的な課題についても幅広く

学習することができます。コース自体が少人数な

のでとても仲が良く、和気あいあいとしながら学

び合っています。幼稚園教諭・保育士を目指す学

生にはぴったりなコースだと思います。ぜひ私た

ちと一緒に充実した大学生活を送りましょう！ 

 
新入生歓迎会の様子 

 

 
オープンキャンパスの様子 

 

こども発達コース３年次 福田 裕香 

こども発達コースでは、各学年２０人程度ずつ

の全体で８０人ほどで学んでいるコースです。 

幼稚園教諭、小学校教諭の免許状や、保育士資格

のほかにも、中学校免許、高校免許、特別支援学校

教諭の免許状や、社会教育主事、学校図書館司書

教諭などの資格、また、認定心理士などを併せて

取得することが可能です。こども発達コースの教

員は様々な分野の教員が在籍し、主に乳児期から

小学生の子どもの生活や教育に関わる幅広い課題

について， 教育学や心理学の視点など興味・関心

のある視点から思う存分、学習することができま

す。そのため、教科にかかわらず、小学生について

はもちろんのこと、乳幼児期から一生涯にわたる

教育について幅広い視野をもてる学習ができます。  

 特に、２年次からは専門科目を履修したり、実

習に参加したりすることで知識や経験を深めてい

くことが出来ます。「心理学特殊講義（人間関係の

心理学）」という専門科目の中の一部では、私たち

が普段当たり前に行っている「コミュニケーショ

ン」についてゲームや議論を交えながら理解を深

めていきました。また、小学校教諭の免許状の取

得を目指していますが、幼児期の子供についての

専門科目も受けることができ、子供理解に大きく

繋がっていると教育実習に行った際などには実感

します。 

このように、私の場合では、心理学の視点から、

また他にも社会教育や教育思想など様々な興味に

対応しているコースです。 

 一年を通してはコース内でのイベントも何度か

開催され、パワフルで楽しいコースです。ぜひこ

ども発達コースで充実した楽しい毎日を送りませ

んか。 

 
作業の様子 

 

 
シャボン玉飛ばしの様子 
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一般教育と教養基礎教育－学部の歴史をたどる⑳

 現在、教養基礎教育と呼ばれているものは戦後、

一般教育と称されていました。戦後教育改革によ

って、旧制の大学（３年制）と、その準備教育機関

でもあった高等学校（３年制）が一体化される形

で新制大学（４年制）がスタートしました。これ

は、いわゆる旧制帝大と呼ばれる東京大学などが

該当し、多くは、高等学校、高等師範学校、専門学

校、師範学校を母体として発足するわけですが、

基本形として、一般教育２年＋専門教育２年の形

で統一されることになります。 

 大学令（1918 年）では、「大学ハ国家ニ須要ナ

ル学術ノ理論及応用ヲ教授シ並其ノ蘊奥ヲ攻究ス

ルヲ以テ目的トシ兼テ人格ノ陶冶及国家思想ノ涵

養ニ留意スヘキモノトス」とされ、高等学校令

（1918 年）では、「高等学校ハ男子ノ高等普通教

育ヲ完成スルヲ以テ目的トシ特ニ国民道徳ノ充実

ニ力ムヘキモノトス」とされていました。 

戦後の学校教育法（1947 年）であ、「大学は、学

術の中心として、広く知識を授けるとともに、深

く専門の学芸を教授研究し、知的、道徳的及び応

用的能力を展開させることを目的とする。」とされ

ます。「広く知識を授ける」という部分が教養教育、

一般教育に該当します。忘れられてはならないの

は、大学が学生の「知的能力」、「応用的能力」だけ

ではなく、「道徳的能力」の展開を求められている

ことです。大学を卒業した人は、それ以外の人に

比べて、より道徳的でなければならないのですが、

そうとも限らないのが実情でしょう。 

 明治時代にスタートした帝国大学はアメリカ人、

イギリス人、フランス人、ドイツ人などの「御雇外

国人」が教授となっていて、明治政府は欧米の進

んだ知識、技術を日本人学生に伝え、取り入れよ

うとしていました。授業が外国語で行われていま

したので、その準備教育機関である高等学校では

語学教育ち力を入れていましたが、同時に、文系、

理系を含めた教養教育が教授されていました。ま

た、しばらくは秋入学で、週五日制であったこと

も、「お雇い外国人」が教授であったことと関連し

ます。「お雇い外国人」の給与が大臣以上であった

ようで、その経済的負担の大きさから、日本人の

教員が育つにつれて、「お雇い外国人」教授は帰国

し、日本人教員が主体となり、日本語で授業が行

われるようになっていきます。 

 戦後に作られた大学設置基準では、大学の卒業

要件を、4 年以上の在学とともに、 

①一般教育科目については人文、社会及び自然の

３分野にわたり３６単位 

②外国語科目については一の外国語科目８単位 

③保健体育科目については講義及び実技４単位 

④専門教育科目については７６単位 

と規定していました。 

 この一般教育は人文科学、社会科学、自然科学

からそれぞれ１２単位ずつ取る形になっているこ

とが多かったように思います。このような在り方

に対しては、以下のような批判が見られました。 

・高校までの内容の繰り返しで面白くない 

・概論的なものが多くて深く学べない 

・早く専門をやりたいのにできない 

・マンモス授業、マスプロ授業で、一方向的 

・教養教育が専門教育よりも下位に見られる 

・教養教育担当教員が卒論指導を担当できない 

・学問の深化、社会的課題の複雑化にも関わらず、

専門教育の単位数を拡大できない。 

 そのため、臨時教育審議会、大学審議会の答申

を経て、1991 年に大学設置基準の「大綱化」が行

われ、卒業要件は大学に 4 年以上の在学と、124 単

位以上の修得のみとされました。社会全般に規制

緩和、自由化の流れもありました。 

 それまで、大学によって、教養教育を担当する

教員を、「教養部」として組織していたところや、

秋田大学のように、教育学部に所属させていたと

ころがありましたが、 

・教養教育担当教員を各学部への「分属」させる 

・教養教育及び専門教育を全教員が担当する 

・教養教育の必要単位数を縮小する 

・教養教育の各分野の単位指定をなくす 

・「くさび」型にして低学年でも専門科目を、高学

年でも教養教育を受講できるようにする 

・教養教育担当教員を核として学際的、文理融合

的な新学部を設置する 

などのことが全国で行われました。 

 秋田大学の場合、教養教育担当教員は当時の教

育学部に所属していました。生物や地学、数学な

どは専門教育担当者と教養教育担当者とを分けて

いませんでしたが、物理と化学については、物理

第一講座と化学第二講座が鉱山学部の教養教育、

基礎教育を担当していました。逆に、物理第二講

座と化学第一講座は教育学部の教養教育、基礎教

育、専門教育を担当していました。1998 年の改組

の際、物理第一講座と化学第二講座は工学資源学

部に移行することになります。あと、医学部に情

報と英語 1 名ずつが移動します。当時の名簿を見

ると、改組前の教育学部には 1997 年に 142 名が

いましたが、2003 年には 119 名となっています。 

 全国的に見ると、「大綱化」の結果として、実質

的には教養教育は縮小されていったと言えるでし

ょう。教養教育のあり方を、責任を持って考え、担

う部署や人がなくなったことの影響は大きかった
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と思います。弊害をなくすために行ったことが、

別の問題を引き起こすことになります。その最た

るものがオウム真理教の事件でした。1995 年 3 月

20 日の地下鉄サリン事件（13 名死亡、6 千人以上

が負傷）が一番大きなものですが、松本サリン事

件、坂本弁護士一家殺害事件など、数々の事件を

起こしました。そこに参加した幹部信者が医者や

科学者など有名大学の卒業生でした。「専門バカ」

という言葉もありますが、最先端の科学技術が悪

用されることで、極めて危険な状態がもたらされ

ることになります。 

 新興宗教も大学では問題になります。学生が勧

誘のターゲットになり、洗脳（マインド･コントロ

ール）され、学業が続けられなくなったり、違法な

霊感商法等の加害者になったり、家族との縁が切

れたりします。受験競争、学歴社会の中、高校まで

の受験を終え、都会に出てきて一人暮らしなどを

する中で心にぽっかりと穴が空き、そこに新興宗

教が入ってくるわけです。 

 たこつぼ化の弊害も昔から言われてきた点です。

日本はそれぞれが関連性を持たずにばらばらにな

っているのに対して、欧米の科学は「ささら」型

で、一つの根っこを持っていると言われます。文

系、理系、学問分野を問わずに、博士号のことを、

Ph.D（Doctor of Philosophy）と呼ぶように、文系

も理系も philosophy から派生しています。もとも

と、専門課程である医学、法学、神学の課程に進学

するための準備課程であったリベラルアーツ（自

由学芸：liberal arts）が諸学部の源流になります。

自由七学芸とも言われますが、それは文法学、修

辞学、論理学、算術、幾何、天文学、音楽を指しま

す。自由人として持つべき素養であるので、「リベ

ラル」と称するわけです。一つだけではなく、幅広

い教養を持つことは、ルネサンス期の多学多才な

ミケランジェロやダヴィンチなどにも表れていま

す。偏見や妄執から解放され、自由であるために

は幅広い教養が必要なのです。 

 加えて、最近では「社会人力」（経済産業省）が

言われ、それに対応する形で、中教審答申「学士課

程教育の構築に向けて」（2008 年 12 月）では、「学

士力」として、以下のことが挙げられていますが、

教養教育の重要性が見て取れます。 

 

１．知識・理解（専攻する特定の学問分野における

基本的な知識を体系的に理解するとともに、そ

の知識体系の意味と自己の存在を歴史・社会・

自然と関連付けて理解する。） 

（1）多文化･異文化に関する知識の理解 

（2）人類の文化、社会と自然に関する知識の理解 

２．汎用的技能（知的活動でも職業生活や社会生

活でも必要な技能） 

（1）コミュニケーション・スキル（日本語と特定

の外国語を用いて、読み、書き、聞き、話すこと

ができる。） 

（2）数量的スキル（自然や社会的事象について、

シンボルを活用して分析し、理解し、表現する

ことができる。） 

（3）情報リテラシー（情報通信技術(ICT)を用い

て、多様な情報を収集･分析して適正に判断し、

モラルに則って効果的に活用することができ

る。） 

（4）論理的思考力（情報や知識を複眼的、論理的

に分析し、表現できる。） 

（5）問題解決能力（問題を発見し、解決に必要な

情報を収集･分析・整理し、その問題を確実に解

決できる。） 

３．態度・志向性 

（1）自己管理力（自らを律して行動できる。） 

（2）チィームワーク、リーダーシップ（他者と協

調・協働して行動できる。また、他者に方向性を

示し、目標の実現のために動員できる。） 

（3）倫理観（自己の良心と社会の規範やルールに

従って行動できる。） 

（4）市民としての社会的責任（社会の一員として

の意識を持ち、義務と権利を適正に行使しつつ、

社会の発展のために積極的に関与できる。） 

（5）生涯学習力（卒業後も自律・自立して学習で

きる。） 

４．総合的な学習経験と創造的思考力（これまで

に獲得した知識･技能・態度等を総合的に活用し、

自らが立てた新たな課題にそれらを適用し、そ

の課題を解決する能力。） 
              【文責：佐藤修司】
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教育文化学部・教育学研究科ＨＰ http://www.akita-u.ac.jp/eduhuman/ 

学部研究科通信「みなおと」バックナンバー⇒http://www.akita-u.ac.jp/eduhuman/guide/gu_magazin.html 

教職大学院通信「暁鐘の音（かねのね）」⇒http://www.akita-u.ac.jp/eduhuman/graduate/graduate_magazin.html 

＊誌名「みなおと」の由来である秋田県女子師範学校校歌（1910年制作）を聴くことができます。 

http://www.akita-u.ac.jp/eduhuman/guide/gu_symbol.html をご覧下さい。
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